
94 Dental Magazine

Report 

Lecture

はじめに

　患者さんの状態を的確に把握した
うえでケアを行うことは、歯科衛生士
として非常に重要です。前号（デンタ
ルマガジン194号）で取り上げたバイ
タルサインは、患者さんの現在の状態
を把握するための重要なデータです。
一方、バイタルサインの他にも、患者
さんの状態を知る手がかりは存在しま
す。それが今回のテーマである血液検
査データです。
　本稿をご覧の皆さんも、健康診断な
どで血液検査を受けられた経験がある
と思います。皆さんの職場に来院され
る患者さんの中にも、血液検査を受け
ている方が多くいらっしゃいます。例
えば、会社勤めの方であれば定期健康
診断の一環として、また後期高齢者の
方であれば後期高齢者健康診査として
血液検査は多くの方に実施され、その
結果を所持しているはずです。
　血液検査データはあくまで過去の検
査時点のもので、バイタルサインのよ
うに現在の患者さんの状態を表したも
のではありません。また、一つの検査
データが基準値より高いから、あるい
は低いからといって、必ずしも何らか
の疾患を抱えていると断定できるわけ
でもありません。しかし、患者さんの

血液検査データは、健康状態やリスク
を把握する上で大変重要です。それを
正確に理解することは、適切なケアを
行う上でとても大切です。
　そこで本稿では、血液検査データの
読み方として、血球に関連した検査
データであるRBC（赤血球数）、Hb

（ヘモグロビン値）、Ht（ヘマトクリッ
ト値）、Plt（血小板数）、WBC（白血
球数） について紹介します（表1、図1）。

血液検査データについて

RBC（赤血球数）
　赤血球は、血液中に最も多く含まれ
る細胞であり、酸素と二酸化炭素の運
搬が主な役割です。RBCが基準値よ
りも低下していると、貧血の可能性が
想定されます。貧血で特に多いのが、
鉄欠乏性貧血です。この状態が進行す
ると、体の組織や臓器に届く酸素が不
足し、倦怠感や息切れ、動悸、めまい
といった症状も出現する可能性があり
ます。また、口腔内でも味覚異常や舌
炎、口角炎などが見られることもあり
ます 1）。
　さらに、赤血球数は男女ともに加齢
に伴い減少していきます。そのため、
ケアに当たる前に舌や頰粘膜の状態な
ど口腔内の観察を丁寧に行うことや、

チェアユニットからの立ち上がり時の
ふらつきや転倒などに十分注意を向け
ることが、RBCが低い方には必要です。

Hb（ヘモグロビン値）
　ヘモグロビンは、赤血球の中に含ま
れる血色素で、酸素を全身の組織に運
ぶ重要な役割を担うタンパク質です。

Hbが低下すると、酸素を十分に運搬
できなくなり、創傷部位への酸素供給
が不足することで組織修復が遅れ、治
癒に時間がかかることがあります。ま
た、酸素供給の不足は、後述する白血
球の機能低下にもつながり、感染リス
クを高める恐れがあります。

 　RBCと同様に、Hbが基準値よりも
低い場合も貧血の指標となります。さ
らにHbは欠食や偏食、無理なダイエッ
トなど食生活とも密接に関連するた
め、歯科保健指導や生活習慣の改善を
促すうえで有益なデータと言えます 2）。

Ht（ヘマトクリット値）
　Htは、血液中に占める赤血球の割合
を示す検査データで、貧血の有無や程
度を知るうえで重要です。Htが低い場
合は、貧血と同様の症状が生じる可能
性があるため、ケア中の体調変化や疲
労感への注意が必要です。
　一方、Htが高い場合は、血液が濃く
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粘度が高くなっている可能性があるた
め、脳梗塞や心筋梗塞のリスクを高め
る場合があります。Htが高い原因が脱
水である場合、特に高齢者や脱水傾向
のある患者さんには、ケア前に水分摂
取の状況を確認し、状況によっては飲
水を促すなどの配慮が必要です 3）。
　次に、チェアサイドで脱水を見分け
るための観察のポイントを以下に示し
ます。
①水分出納：水分摂取や尿量などのバ
ランスを観察することで、患者さんの
状態が判断できます。
②身体所見：口腔乾燥に伴う口渇感
や、倦怠感の出現、ツルゴールの低下
などが見られる場合、脱水の可能性が
考えられます。ツルゴールとは皮膚の
張りを指し、脱水が進むと皮膚の弾力
が低下します（図2）。手の甲や前腕の
皮膚をつまんだ際に、元に戻るまでに

2秒以上かかる場合は、脱水の可能性
が考えられます 4）。
③バイタルサイン：脱水により循環血
液量が減少した場合には、頻脈や血圧
低下が見られる場合があります。

Plt（血小板数）
　血小板は、傷口ができたときに血管
を塞ぐことで止血を行う、重要な血液
成分です。Pltの値が基準値よりも低
い場合は、止血機能が低下している可
能性があり、出血が止まりにくくなる
リスクがあります。スケーリングなど

の観血処置の際には、十分に出血が止
まっているかを確認することが求めら
れます。
　感染症や薬剤などからPltが影響を
受けることもあるので、歯科衛生士が
観血処置を含むケアを行う際には、患
者さんの全身状態や服薬歴を確認し、
十分な注意を払う必要があります。ま
た、Pltの数値が基準値を大きく下回
る場合には、血液内科専門医との連携
を考慮する必要もあります 5）。

WBC（白血球数）
　白血球は、主に細菌やウイルスなど
の病原体から体を守る役割を担ってい
ます。WBCは体内の免疫や炎症反応
の指標です。WBCが基準値より高い
場合、感染症や炎症、白血病などの血
液疾患、ストレス反応が疑われます。
歯科領域において、急性骨髄性白血病
の初期症状として歯肉出血が見られる
ことが知られています 6）。患者さんが
感染症を発症した場合は、発熱や頻
脈、呼吸数の増加など、バイタルサイ
ンにも変化が起きます。
　一方、WBCが基準値よりも低下し
ている場合は、抗がん剤や放射線治療
の影響が原因として考えられます。

WBCが低い患者さんは免疫力の低下
の可能性があり、スケーリングや抜歯
などの観血処置の際に感染予防対策を
より慎重に行う必要があります。

まとめ　

　本稿では、血球に関連した主な5つ
の検査データからその数値の意味、
さらにケアに必要な知識を解説しまし
た。冒頭で述べたように、血液検査
データはあくまで検査時点での情報で
すが、患者さんの状態を把握するため
の重要な指標となります。バイタルサ
インの変化の背景には、血液検査デー
タから得られる情報が含まれているこ
ともあります。今後、患者さんの検査
データに触れる機会があれば、ぜひ臨
床に役立ててみてはいかがでしょう
か。その他にも、歯科衛生士が理解し
ておくべき血液検査データがありま
す。そちらについては、次号以降に解
説いたします。

検査項目 参考基準範囲※

RBC（赤血球数） 男性：450～550万 /μL
女性：350～500万 /μL

Hb（ヘモグロビン値） 男性：14.0～18.0g/dL
女性：12.0～16.0g/dL

Ht（ヘマトクリット値） 男性：40.0～50.0%
女性：35.0～45.0%

Plt（血小板数） 15.0～35.0万 /μL

WBC（白血球数） 3,300～8,600/μL 血しょう
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図1　血液成分　※イメージ 図2　ツルゴール反応　※イメージ
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表1　検査項目と参考基準値　
※成書やガイドラインによって若干の違いが
ある
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